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※事業推進にあたっては、地域住民や行政との協議を行いながら、目標年次以降も継続的に行っていくものとする。

事業スケール
/コスト

小

福井国体の開催
2018 年

北陸新幹線敦賀開業
2025 年

県都デザイン戦略
長期目標年次

2050 年

街路空間の整備

城址公園の整備

ストリートファニチャー整備 JR 福井駅

城址公園

17,現存する米谷家の防空壕

14,笏谷石製の貯水槽（最大級規模）
13,幕末藩士が学んだ藩学校跡の石碑
12,北陸銀行前の石垣

18,百間堀の石垣
19,旧百閒堀
20,北の庄城跡柴田神社

11,ステンドグラスのある裁判所
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207

7,莨屋旅館跡石碑
6,俵万智のさくらの一首

3,国嶋清平商店（1510年創業）
2,かざりやタカシマ（1668年創業）

10,狛屋敷跡の石碑

8,一服の清涼剤
9,異人館跡

4,一乗町碑

1,鏡屋（創業400年）

5,愛宕坂（笏谷石）

16,養浩館庭園
15,福井市立郷土歴史博物館

20,北の庄城跡柴田神社

16,養康館庭園

対象地区周辺の歴史資源分布図

福井城址

人々の暮らし

歴史の遺構旬の食材

美しい自然

彩道
彩道

彩道
彩道

福井駅

福井
城址

地区ごとの魅力を再生する４つの彩道をつくるにぎわうにぎわう

中央公園中央公園
市民文化活動の場

福井城址福井城址
歴史情報発信の場

▼天守閣・門・櫓

▼歴史資料館

▼ビジターセンター

▼フリーマーケット

▼屋外コンサート

▼ビアフェスタ

遺構を巡り歴史
を感じる場
遺構を巡り歴史
を感じる場

復元された御廊下橋が、異なる性質をもつ
2つの公園をつなぎ、福井の象徴的な城址
公園として人が集まる場所となる。

御廊下橋でつながる

城址公園城址公園

市民が憩い
活動する場
市民が憩い
活動する場

めぐるめぐる 歴史をつなぐ四季彩の散歩道をつくる

歴史の道
春：桜
夏：紫陽花

歴史の道

秋：紅葉

春：桜
夏：紫陽花
秋：紅葉
冬：水仙

サイン・ファニチャー

養浩館庭園

片町界隈

足羽川の桜

足羽山

住居地域

福井駅

四季彩の散歩道

越前和紙和紙×越前指物=まちなかなかサイサインン

笏谷石×季節の植栽＝四季彩 ベンチ

笏谷石による石垣笏谷石による石垣

笏谷石による茶碗笏谷石による茶碗 越前指物越前指物

越前和紙 越前和紙 【春】
足羽川に咲く桜

【春】
足羽川に咲く桜

【夏】
足羽山に咲く紫陽花

【夏】
足羽山に咲く紫陽花

【秋】
養浩館庭園の紅葉

【秋】
養浩館庭園の紅葉

【冬】
越前岬水仙ランドに咲く水仙

【冬】
越前岬水仙ランドに咲く水仙

パーキング等の低未利用地

城址を核として、歴史・自然・食文化・暮らしを、
特産品と四季彩で繋ぐ
本計画は城址を核としたエリア内外のネットワークを、福井固有の特産品と四季彩によって形成してい
くことで、「福井の持つ歴史的な魅力を四季の移ろいとともに感じられる」情緒あふれる街並みを、福
井の新たな城下町らしさとして提案するものである。

都市のリニューアルと緑豊かで歴
史情緒あふれるまち並みの整備
対象地区は、福井の歴史を語るうえで最も重要な歴史資源で
ある城址があり、かつての城下町といった名残を感じること
ができる。また周辺には足羽山、足羽川といった福井を代表
する自然環境がある。しかし対象敷地においては駅前といっ
た好立地の一方で、コインパーキング等の低未利用地や老朽
化した建物が目立ち、市民のための憩いの場や市民文化活動
を行うための空間の整備といった課題を抱えている。都市の
リニューアルに合わせて、緑豊かな憩いの場の整備や市民文
化活動の為の空間、そして福井の豊かな歴史を歩きながらに
感じれるような、新たなまちの姿が必要となる。

本計画は県都デザイン戦略に則り、短期・中期・長期の３つの目標年次に沿って提案を行う。長期目
標年次として設定している、2050 年段階の福井ヴィジョンを実現する為に、実現可能性の高いスケー
ルの小さい提案から計画をスタートしていく。
初期の空間的にも時間的にもコストの小さい提案は、県民・市民が県都への誇りや愛着を醸成するた
めの場をつくる提案である。順次、スケールを大きくするに従って新たな文化、創造性を育む場と、
それらの市民活動を都市に発信する場をつくっていく。

対象地区に隣接するエリアには養浩館庭園や北の庄城址、浜町等の豊かな歴史資源が各所に点在している。城址を核と
して、これら各所に点在している歴史資源のつながりを強化する、魅力的な街路空間を整備することにより、隣接する
エリアと対象地区との回遊性を強化し、人々の行き交う賑わいを創出していく。

整備を行う上で、福井の特産品である笏谷石や越前和紙、越前指物といっ
た素材や城址の石垣の布積みといったデザイン手法を用いる。それらをス
トリートファニチャー等の整備に積極的に活用することで、統一感のある
まちなみと、まちへの誇りや愛着を醸成するための通り/場を創出する。

福井の四季折々の美しさを彩る植物に着目する。例えば、春の足
羽川に咲く美しい桜や、夏の足羽山に咲く紫陽花である。こうし
た福井の特徴的な植物を用いて、四季に応じたまち並みの美しさ
を演出する。

かつての福井城址は、輪郭式平城といった都市構造を有する個性的な城下町であった。
多数の堀を「渡る」といった空間体験は、福井城址を特徴づけるものである。
まちづくりを進める上で、市民がかつての堀の記憶を体感できる道やサイン整備を行っ
ていく。

対象地区のエリアゾーニングと
低未利用地プロット図 旧堀のプロット図

堀跡

堀のあった場所の仕上げを変え、
かつての堀を体験できる

旧堀と道の交点

まちづくりの方針

新たな城下町の楽しみ方

対象地区の現状

1

3 4 5

2

市民活動と歴史発信の舞台となる城址公園をつくるあつまるあつまる

2050 年を見据える

城址の都市構造 を手掛かりとする 四季の彩りに着目する 特産品 を活用する

歴史資源 のネットワークを強める

福井城址周辺に点在する養浩館庭園や特徴的な地区を回遊す
る歴史のみちに、福井市の特徴的な植物が彩る四季彩の散歩
道をつなげ、福井の歴史や福井らしい風景を楽しめる街路空
間を整備する。四季彩の散歩道は、「春：桜」「夏：紫陽花」「秋：
紅葉」「冬：水仙」からなり、季節の変化を体感しながら歴
史と共生するまちへと育てるものである。

街路空間の整備にあたっては、四季折々の植物に加え、笏谷
石や越前和紙・越前指物といった福井市民にとって愛着のあ
る素材やデザインを、ベンチやサイン、生垣、街灯等のストリー
トファニチャーに積極的に用いる。それにより、福井市民が
生活する中でまちへの誇りや愛着を醸成するための場が生ま
れる。

中央公園を市民の憩いの広場として整備し、城址を観光者
向けの情報発信の場として整備する。
中央公園は、現在提示されている基本計画に則り、フリー
マーケットやライブ、アートイベントといった市民活動の
可能なスペースを設け、創造的、文化的活動の情報発信を
行っていく場とする。福井城址は、県庁、警察署、議会の
移転後に、段階的に天守閣や櫓等を復元し、歴史情報発信
拠点として整備を行う。

福井城址内には城址に関する史料や、市の歴史等を閲覧でき
る歴史博物館の別館や休憩所を併設し、短期計画の中で中央
公園内に計画されているビジターセンターを移転することで
観光者向けの歴史情報発信拠点として機能を集約する。これ
ら２つの公園がヒューマンスケールであり歴史的外観を持つ
御廊下橋で繋がる事により、市民活動発信の場と歴史的情報
発信の場を接続し、憩いと創造的活動、そして歴史が緩やか
に繋がっていく、県都の顔となる城址公園として整備する。

城址公園周辺の魅力を向上していく為に、城址を核として
四方に延びる彩道を整備する。４つの彩道は、「歴史の彩道」
「食と文化の彩道」「商いの彩道」「職と住の彩道」として地
区ごとの魅力を活かしたテーマを設定し、それぞれの彩道

は城址の石垣を借景とする。沿道には各彩道に沿ったテー
マの町並みが展開することで、地区ごとの魅力が都市全体
の個性を向上させるとともに、かつての城下町らしさを現
代的に再生する。

福井城址公園

建物の更新と街区の再構築が
必要となるエリア

業務機能等の
強化エリア

舞台舞台の歴史歴史 舞台の と
～新たな城下町をつくる～

登録番号　１７-①

商業・業務
エリア

憩い・文化
エリア

都市住居
エリア

歴史体験
エリア

公園・憩い
エリア

エリア特性

職と住の彩道職と住の彩道

歴史の彩道

食と文化の彩道食と文化の彩道
商いの彩道商いの彩道
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共同住宅

福井県
教育センター

丸の内パーキング

福井森林管理所

三の丸ビル

フェニックスホテル

市役所別館

福井神社

中央公園

ホテルフジタ福井

福井市企業局
商工中金
福井支店

市役所駐車場

福井県
繊協ビル

福井市役所

福井放送会館

佐桂枝迺社

境内

交番

順化小学校

北不明御門

山里口御門

本丸広場

巽櫓

坤櫓

上艮櫓

瓦門

立体駐車場

明治安田
福井ビル

大原学園

福井中央郵便局

再開発エリア

福井駅

福井市立
郷土歴史博物館

養浩館庭園

福井西武

里

かつての堀との交点
笏谷石の塀によるサインを設置

歩道からデッキをはり出すことにより、
親水空間として整備
道幅が狭いという課題の解決を図る

1階部分には、工房やアトリエ等のプログラムに
コンバージョンし、残りの部分は周辺住民のため
の駐車場として利用

商店や食堂などの開放的な機能を誘致し、住
むため、そして働くためのまちを整備する。
通りのスケール感に応じた共同建替を進め、
地域住民の憩いの道空間を創出する。

内堀の道の歩行者専用道路化を行い、地域住民の
プライバシーを守る緩衝空間としても機能させる

現存する米谷家の防空壕を利用した
アトリエ空間の整備

共同建替えにより新設する公開空地は、
かつての堀のアウトラインを利用

堀をポケットパークとして再生。マルシェや
フリマなどの小イベントスペースとして機能

片町・浜町といった敷地の西側の町人街エリアから城址へと
続く彩道。町人街からくる食文化や雰囲気を引き込みつつ塀
や門の跡をポケットパーク等に整備し、城址へと繋げる。

かつての堀との交点
笏谷石の塀とまちの誘導サインを設置

かつての堀との交点
既存のポケットパークを活用した歴史展示

茶室カフェや和菓子など、
福井の食土産を扱う店舗を設置

片町・浜町の料亭や食事処を誘致
フェニックス通りからのアイストップとなる

彩道から福井城址への視線の確保

中央公園と彩道を繋ぐ道を
より明確にする

養浩館庭園、歴史博物館へと続く歴史の彩道。
既存ストックを利用し、現在のスケールを保
ちながら福井の伝統やかつての工芸を伝える
プログラムを設定。

天守閣及び石垣・御門・櫓の復元を行う。復元した
御門には、観光ビジターセンターや、歴史博物館の
別館機能を持たせ、歴史情報発信の舞台とする。
本丸御殿跡は、将来の復元に配慮して御殿の外形を
かたどるように親水空間として整備する。そうする
ことで、来訪者がありし日の御殿を感じられる本丸
広場となる。また、石垣外周部には城址を巡る遊歩
道を整備し、城址を巡る楽しさを生み出す。

城址へ開いたバーやアトリエ等、
若者の集まる場所

歴史の道としての雰囲気づくりを行いながら商業
エリアへと導く。建物低層部には店舗を誘致し、
広い歩道空間を活用してオープンカフェ等を展開。
賑わいを創出する。

パーキングについては、立体駐車場などの大規
模なものに集約し、公園化等、市民の憩いの場
としての活用を行う

街の玄関口としての彩道
広い歩道空間を確保し、緑を充実させる

駐車場利用地を活用し、ポケットパーク化
エリアマップやルート案内を掲示することで城址
周辺地区への玄関口としての魅力化を図る

みちの入口にはサイン計画
商店街へと人を導く

天守閣

御廊下橋

福の井

お
泉
水
通
り

「
賑
わ
い
」
の
彩
道

かつての堀との交点
門をモチーフとしたサイン計画

既存ストック改築による、伝統工芸店、
体験コーナー、お土産屋を整備

「
歴
史
」
の
彩
道

「職と住」の彩道　

「 商 い 」の  彩道

「 職 と 住 」の  彩道

「 歴 史歴 史 」の  彩 道歴史の舞台「 城 址 公 園 」

「 食 と 文 化 」の  彩道

「食と
文化
」の彩

道

ハ ナ ミ チ

ハ ナ ミ チ

ハ ナ ミ チ

ハ ナ ミ チ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

N歴史体験施設

商業施設

居住施設

住居＋店舗施設

あつまる
仕掛け

めぐる
仕掛け

にぎわう
仕掛け

0 50 100 150 200ｍ

城址を巡る遊歩道の整備

分断された石垣が復元した門
でつながり、遊歩道となる

：御門

現
状
の
石
垣

提
案
の
石
垣

0 1 5 10(m)

N

・復元した石垣の内部（1F）
に観光情報ラウンジ、カフェ

・復元した瓦門（2F）に歴史
ギャラリーを計画
・石垣上の遊歩道へのアプ
ローチ機能も持つ

受付

情報ラウンジ

御本城橋

売店
カフェｷｯﾁﾝ

WC

事務室

瓦門

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

2F

1F

瓦門復元範囲

福井歴史
ギャラリー

歩行者専用道路
緊急車両動線
バス停

凡例

駅か
ら徒
歩５
分

駅か
ら徒
歩1
0分

市役所前駅

福井駅前

福井城址中央公園

福井駅

歩道状空地
2mセットバック

休日はテントを開いて
マルシェやイベントスペースに

既存歩車道

歩行者専用道
整備後

8m

8m

8m
12m

2m 2m

8m

私有 私有公有

私有 私有公有

歩いて楽しめるまち 愛着を持てるまちなみ

賑わいを生む四季の彩道

壁面後退線を設定する
東側の戸建て住宅が多い地区は建物の更新時期を踏まえた街区の再構築が必要
である。東側地区のうちお泉水通りから城址の石垣を見通すことのできる 8m
の通りを歩行者専用道路とし、この地区の中心となる「彩道」として整備する。
「彩道」には 2m ずつ道路境界から壁面後退線を設定することで、歩道状空地が
生まれ 12m 幅の歩行者空間となり、マルシェやイベントスペースとして活用で
きるようになる。

歩行者専用道路を整備する
対象敷地は駅から徒歩 10 分程度で全域に到達できる交通の便の良い場所であ
る。対象敷地内を通過する自動車交通を抑制し、城址周囲の回遊道と 4つの「彩
道」部分を歩行者専用道とすることで、「歩いて楽しめる道」として整備する。
また、歩行者専用道と緊急車両の通る道には融雪装置を設置し、積雪時でも問
題無く通行できるよう整備する。

笏谷石を再生する
市の歴史と文化を代表する笏谷石は現在採掘終了しているが、既存建物の外壁や塀、
屋根などに使用されている笏谷石を解体時に手に入れることができる。解体された
笏谷石は市が回収・ブロック状に加工し、ストリートファニチャー等の整備に転用
していく。また、ブロック状に加工した笏谷石には寄付者の氏名を彫ることで寄付
者が自分の名前をまちから探す楽しみをストリートファニチャーに持たせ、市民が
愛着の持てるまちなみを形成する。

瓦門を復元し観光拠点とする
瓦門には来訪者を周辺の「彩道」や拠点施設に導くための観光ビジターセンターを計
画する。瓦門の 2 階は石垣の遊歩道とつながり、天守閣まで回遊可能になることで、
歴史的魅力が向上する。

歴史を感じる場

1

3 4

2

観光ビジターセンターの整備イメージ 歩行者専用道路の整備イメージ 歩行者専用道拡幅イメージ 笏谷石の再生フロー

B「 食と文化 」の  彩 道 / 紫陽花「 食と文化 」の  彩 道 / 紫陽花B

CC「 歴 史 」の  彩 道 / 紅 葉「 歴 史 」の  彩 道 / 紅 葉

DD「 職 と 住 」の  彩 道 / 水 仙「 職 と 住 」の  彩 道 / 水 仙

A「 商 い 」の  彩 道 / 桜「 商 い 」の  彩 道 / 桜AA
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